
 

 

 

 

 

 

 

第 1853 回例会  

平成 27 年 11 月 19 日(木) 
18：30～ 海南商工会議所 4Ｆ 

海南３クラブ合同例会 ガバナー公式訪問 

 
１．開会点鐘       

２．国歌斉唱                    「君が代」 

３．ロータリーソング       「奉仕の理想」 

４．ゲスト紹介    

第2640地区ガバナー   辻  秀和 様  
ガバナー補佐 大原  裕 様  
地区幹事   岡本 弥生 様  

５．出席報告 

会員総数 49 名  出席者数 31 名 

  出席率 63.26 ％ 前回修正出席率 63.26 ％ 

 

６．会長スピーチ 海南西ＲＣ会長 中瀬 実那子 君 

皆様こんばんは。本日は、海

南３クラブ合同例会で、辻ガバ

ナーの公式訪問となります。海

南３クラブの幹事クラブです

ので３クラブを代表して、ご挨

拶いたします。辻ガバナーには、

遠いところ有難うございます。

また、ガバナー補佐の大原様、

地区幹事の岡本様。有難うございます。 

ようやく、地区の問題も辻ガバナーの就任によって、

解決し、今日の公式訪問を迎えることができました。

喜ばしいことです。後ほど、ガバナーには、スピーチ

を頂戴いたしますが、海南３クラブの交流も含めて、

よろしくお願いします。 

 

７．幹事報告    海南西ＲＣ幹事 神出 勝治 君 
○例会臨時変更のお知らせ  
和歌山東ＲＣ 12 月３日（木）→12 月 3 日（木） 

12：30～ アバローム紀の国 
12 月 17 日（木）→12 月 19 日（土） 

18：30～ ダイワロイネットホテル 
（クリスマス家族会） 

海南西ＲＣ 12 月 17 日（木）→ 12 月 17 日（木） 
19：00～ 忘年例会「安乍希」 

○休会のお知らせ 
海南西ＲＣ 12 月 31 日（木） 

 

８．ガバナースピーチ 

第2640地区ガバナー 辻 秀和 様  
会員皆さまのご理解と寛

容の精神で、ここまでたどり

着きました。改めまして、本

日より地区本来のロータリ

ーの第一歩と考えておりま

す。決して、後戻りさせては

いけない。常に言動は『四つ

のテスト』を念頭において行

ってゆきたいものです。私た

ちはロータリアンです。 

冒頭に、重要なこととして各会員の皆さまにお伝え

いたします。 

＜ＲＩへの確認事項＞ 

１、ＤＧとして本年度 1月サンディエゴ国際協議会の

補講が免除。 

２、この時期での、会長エレクト研修セミナー（PETS）

開催不要。 

３、地区研修・協議会も開催不要。ただし、いずれか

の会議にて、一度は、ガバナーアドレスが必要。

それは、先（10・10）の会長会議で、充当いたし

ました。 

私は、ＤＧＮ、ＤＧＥ、ＤＧをとうして、機会ある

たび皆さまに語りかけてまいりました。その内容は、

次の事柄です。新鋭のロータリアン、経験豊かなロー

タリアン、多くの皆さまはすでに実践されておられま

すが、今一度お考えいただきたいと思います。 

皆さまご自身が得たロータリーでの体験は「宝物」

です。しかし自分だけのものとせず、社会にもっとも

っと積極的に役立たせよう !! 

ロータリアンの皆さまは、自身の体験を新世代の若

者たちに、機会を設けてもっと具体的にしかも、わか

りやすく伝えよう !!      

幾つになっても体力ある限り、新世代と共に、汗を

流して活動しよう !!これが、1982 年河内長野ＲＣに

入会以来、ロータリーで学び、よき仲間と共に実践し

てきました、変わることのない、私のロータリアンと

しての 信 条です。 
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昨今、日本を取り巻くアジアの情勢を見渡すと、特

に中国と韓国のような隣国との関係が、なかなかうま

く運びません。良好ではないのです。このような時節

こそ、ロータリーの民間組織としての真価が問われま

す。特に、今年度は、ロータリーの世界大会が韓国・

ソウルで開かれます。 近隣諸国との融和のため、両

国の捻じれ縺れた関係の解決の糸口を、見出すために

もロータリーが、民間組織として更なる友情交換・相

互理解を推進し、より緊密な友好関係の構築を目指し

たいものです。日韓友好関係の深まりは、両国に必ず

プラスをもたらします。そしてそれは、東アジアや東

南アジアのみならず、世界全体の平和に大きく貢献で

きます。 

 よりよい世界を実現するために、会員みなさまの

「超我の奉仕」なくしては実現できません。多くの皆

さまのお力添えが必要となります。2015-2016 年度の

地区テーマに、ロータリーの第１標語「超我の奉仕」

を掲げ、今一度原点に戻り、未来に向けて再出発をす

るためにも、己を捨てて、奉仕活動を推し進めたいも

のです。 

 

９．閉会あいさつ 海南東ＲＣ会長 阪口 洋一 君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本日は、大変、有意義な海南３クラブ合同例会、ガ

バナー公式訪問となりました。有難うございました。

今後の益々の発展と皆様のご活躍を祈念して、閉会い

たします。 

 

10．閉会点鐘 

 

次回例会 

第 1854 回 平成 27 年 11 月 30 日(月) 

海南商工会議所 ４F 12：30～ 

ゲスト卓話 三菱電機 河野 行雄 様 

 

 

 

 

ロータリーで活躍する 

6 人の女性が「WOMEN OF ACTION」に 
ロータリーを通じて世界中の地域社会で献身的な

活動を続けてきた 6 人の女性が 11 月 7 日、ニューヨ

ークの国連で行われた「ロータリーデー」で、「Rotary 

Global Women of Action」の表彰を受けました。 

これらの女性は「ロータリーにおけるリーダー」で

あると話した K.R.ラビンドラン RI 会長は、「ロータ

リーにおける奉仕の幅を広げ、ほかのロータリアンに

より積極的な活動を促している」と、6名の活躍を称

えました。また、国連事務局長代行で「国連ウィメン」

の事務次長であるラクシュミ・プリ氏は、女性が果た

す重要な役割を認識したロータリーを称え、次のよう

に述べました。「男女平等と女性のエンパワーメント

を代表するこれらの女性をロータリーが選ばれたこ

とを嬉しく思います」全世界からの推薦 100 通以上の

中から、以下の 6名が選ばれました（敬称略）。 

ハシュラト A. ビガム（バングラデシュ、ダッカ・

ノースウェスト・ロータリークラブ）：貧困層や適切

な医療が受けられない人たちのために、大規模な医療

提供プロジェクトを実施。ステラ S. ドンゴ（ジンバ

ブエ、ハイランド・ロータリークラブ）：ハラレ市で、

HIV／エイズに感染した 6,000 人の女性と若者のため

のエンパワーメント・プロジェクトを実施し、基本的

なビジネスとコンピューターの研修を提供。ルーシー 

C. ホボグッド・ブラウン（オーストラリア、ニュー

サウスウェールズ州グレーターシドニーE クラブ）：

地域の人たちが主導するビジネス、教育、社会、医療

に関する持続可能性のある取り組みを推進・調整する

非営利団体「HandUp Congo」の共同創設者。同団体は、

コンゴ民主共和国の恵まれない地域で活動。ラジア・

ジャン（米国マサチューセッツ州ダクスバリー・ロー

タリークラブ）：アフガニスタンの女子教育を長年に

わたり支援。アフガニスタン出身である同氏は、カブ

ール郊外の 480 人以上の女子に無料で教育を提供す

る学校「Zabuli Education Center」を設立し、同校

のディレクターを務める。2012 年に「CNN Hero」の

一人に選出される。カースティン・ジェスカ・ソーワ

ート（ドイツ、ニュルンベルク・ジグナ・ロータリー

クラブ）：2004 年にスリランカで遭遇した津波から生

還した後に、「Babyhospital Galle 」プロジェクトを

開始。200 のロータリークラブからの支援と 180 万ド

ルの予算で、スリランカのゴールにあるマハモドラ病

院の再建と設備の寄贈を実施。この病院は、15 万人

以上の子どもと 220 万人以上の女性を治療。デボラ K. 

W. ウォルタース（米国メイン州ユニティ・ロータリ

ークラブ）：グアテマラシティのゴミ収集所に暮らす

家族に教育の機会と社会的サービスを提供する非営

利団体「Safe Passage (Camino Seguro)」のディレク

ターで、神経科学者。 

ロータリーデーでは、各人がスピーチを行い、自分

のプロジェクトと関連したディスカッションを進行

しました。ロータリーと国連とのパートナーシップ

70 周年となった今年の国連ロータリーには、1,000

人以上のロータリー会員、青少年プログラム参加者や

そのゲストが集いました。午前中は、青少年のための

セッションとなり、ロータリーのインターアクトのメ

ンバーや青少年交換参加者を含む高校生が参加しま

した。 
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